
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

～ ありすぎると困るけれど、まったく無いのも困るもの ～ 
 「ありすぎると困るけれど、まったくないと困るものは何？」。子どものころ、答えがなかなか分からなかっ

たクイズの問題です。答えは…「古新聞（紙）」でした。「確かに…。」と感心してから数十年。もう一つの答え

がありました。「雪」です。 

 朝晩の通勤などは道路に雪がないので、ありがたいばかりです。しかし、スキーや土建関係の皆さんは大変で

す。そして、山の雪どけ水を利用している農家や養鯉業者さんは不安が募っていらっしゃることでしょうし、信

濃川という日本一の大河に恵まれているとはいえ、夏場の渇水が市民生活や農業、工業に及ぼす影響も心配です。 

 小千谷市小学校親善スキー大会は雪が無いため中止。千田小学校ではスキー授業の計画を変更して対応してい

ます。時間的には物足りないかもしれませんが、スキー教室の会場を変更するなどして、スキーに親しむ（滑っ

て転ぶ）楽しさの体験、滑る、歩く、登る経験を途切れさせないように努力しているところです。また、グラウ

ンドの積雪が３０センチもあればスキーの授業が出来ますので、２月中はスキー用具を学校に置いておくように

します。スキー用具は３月に入ってから持ち帰ります。ご理解いただきますようお願いいたします。 

なにごとも「ほどほど」「丁度よく」がありがたいですね。            （校長 目黒 栄一） 

 
 

〔新しい学習指導要領・「特別の教科 道徳」のポイント〕  （道徳主任 木嶋 明子） 

１ 改訂のポイントは何？ 

  従来の「道徳の時間」が「特別の教科 道徳」（道徳科）として新たに位置付けられ、小学校で

は平成３０年度から、中学校では令和元年度から全面実施しています。道徳的価値を自分の事と

して理解し、多面的・多角的に深く考えたり、議論したりする道徳教育への転換により、児童の

道徳性を育みます。そして、教科化に伴い検定教科書を導入し、問題解決的な学習を取り入れる

など従来の道徳以上に指導を工夫が図られました。また、いじめ問題への対応の充実など、発達

を一層踏まえた体系的な内容に改善されています。 

２ 道徳科の評価はどうするの？ 

  道徳科では、数値による評価や入試への活用等は行わず、一人一人の成長を個人内評価で記述 

します。ですから、数値による評価や、他の児童と比較することはせずに、一人一人の成長を認 

め、励ます個人内評価として記述を実施しています。当校でも通知表で３学期までに１回は所見 

でお知らせしています。 

３ 道徳科における「主体的・対話的で深い学び」とは？ 

 ☆主体的な学び・・・児童の興味や問題意識を持てるような身近な社会的課題を取り上げたり、

問題解決的な学習を通して振り返る活動を取り入れたりすること。 

 ☆対話的な学び・・・発表や話合いなどにより異なる考えに接し、多面的・多角的に考え、議論 

すること。 

 ☆深い学び・・・・・多面的・多角的に考えること。問題場面における道徳的価値の意味を考え 

させること。実感を伴って理解すること。 
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